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ふ
る
さ
と
の
み
な
さ
ん
へ

東
都
高
原
富
士
見
会
だ
よ
り

　

富
士
見
町
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
四
月
九
日
「
総
会
」

に
於
き
ま
し
て
、
私
共
役
員
一
同
再
任
さ

れ
、
前
年
度
に
引
き
続
き
会
の
運
営
に
あ

た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
会
も
発
足

五
十
年（
十
一
月
十
日
）に
な
り
ま
す
。
長

い
年
月
、
当
会
の
発
展
の
た
め
に
町
長
は

じ
め
役
場
、
多
く
の
関
係
者
、
町
民
の
皆

様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
た
く
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

富
士
見
町
生
ま
れ
の
私
た
ち
は
、
空
気

と
自
然
の
素
晴
ら
し
い
郷
里
を
誇
り
に
、

観
光
大
使
と
し
て
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

■
平
成
十
七
年
度　

役
員（
再
任
）

　
　
　

会　

長　

植
松
三
名
久
良（
立
沢
）

　
　
　

副
会
長　

小
池　

克
男（
乙　

事
）

　
　
　
　
　
　
　

坂
本
喜
美
男（
瀬　

沢
）

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

賢
治（
信
濃
境
）

　
　
　
　
　
　
　

小
林
十
三
雄（　

の
木
）

＊
常
任
理
事　

二
十
二
名

　

小
池
正
武（
乙
事
）　

小
池
利
彦（
立
沢
）

　

小
池
武
彦（
立
沢
）　

小
池
邦
久（
立
沢
）

　

三
井
勝
人（
乙
事
）　

雨
宮
ほ
た
か（
乙

　

事
）　

今
井
豊
三（
上
蔦
木
）　

船
田
二
郎

　
（
富
里
）　

窪
田
敏
男（
上
蔦
木
）　

窪
田

　

弘
一
郎（
上
蔦
木
）　

河
田
美
江（
平
岡
）

　

淵
脇
鶴
子（
上
蔦
木
）　

小
林
と
み
こ（
上

　

蔦
木
）　

加
々
見
彊（
葛
窪
）　

進
藤
小
郎

　
（
池
袋
）　

平
出
淑
江（
田
端
）　

鈴
木
諄

　

子（
高
森
）　

佃
す
ず
き（
信
濃
境
）　

窪

　

田
修（
横
吹
）　

窪
田
忠
夫（
横
吹
）　

樋

　

口
幸
夫（
木
の
間
）　

中
沢
伴
子（
木
の

　

間
）　

長
谷
か
ほ
る（
駅
前
）

＊
会
計
監
査

　

進
藤
小
郎（
池
袋
）　

窪
田
忠
夫（
横
吹
）

　

以
上
の
役
員
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ふ
る

さ
と
の
皆
様
と
心
温
ま
る
交
流
が
で
き
ま

す
よ
う
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
富
士
見
町
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

会　長

植松三名久良
東京都練馬区

(立沢出身)

清泉荘ディサービスセンター完成
　清泉荘ディサービスセンターが４月１日オープンし
ました。境地区を中心とする福祉の拠点として、総合
的サービスを提供していきます。
　この施設には５種類のお風呂があります。入りたい
お風呂を選ぶのも、楽しみのひとつ！
　利用者一人一人にあった過ごし方ができるよう配慮
しながら、明るい空間づくりに努めます。

ご
挨
拶

　４月６日から15日まで、春の全国交通安全運動が行
われました。茅野交通安全協会富士見支部の役員さん
始め、町交通安全推進協委員のみなさんなど50名が、
富士見町交番前の国道で、チラシとティッシュ、『忘れ
ないでシートベルト』と書かれた啓発グッズを手渡し、
安全運転を呼びかけました。

春の全国交通安全運動

スローガン

よくみてね！　いっぱいのばした　もみじのて

み　な　く　ら　

話 題話 題話 題
ま ち のま ち のま ち の


